
目

次

訓

令

○
青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
人

事

課
）
…
一

教
育
委
員
会

○
青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
qqqqqq（
職
員
福
利
課
）
…
一

公
営
企
業

○
青
森
県
公
営
企
業
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
qqqqqqqqq（
整
備
企
画
課
）
…
三

訓

令

青
森
県
訓
令
甲
第
十
三
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
九
月
青
森
県
訓
令
甲
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
七
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
四
中
「再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等

」
を
「定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

等

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

教

育

委

員

会

青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
八
号

庁

内

一

般

各

出

先

機

関

所
轄
教
育
機
関

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
教
育
委
員
会

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

青
森
県
教
育
委
員
会
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
七
月
青
森
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
職
員
き
章
」
を
「
職
員
記
章
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
当
つ
て
」
を
「
当
た
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
を
図
る
た
め
に
必
要

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 号外第29号令和５年３月31日 金曜日

号
外
第
二
十
九
号

令
和
五
年三

月
三
十
一
日

（
金
曜
日
）



な
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
が
」
を
「
教
育
長
は
、
次
に
掲
げ
る

場
合
に
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い
て
、
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各

号
を
加
え
る
。

一

職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

二

災
害
応
急
作
業
、
防
疫
作
業
そ
の
他
の
作
業
で
あ
つ
て
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
従
事
す
る

職
員
の
健
康
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

第
五
条
中
「
介
護
時
間
を
」
の
下
に
「
と
り
、
又
は
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
前
条
の
休
暇
を
受
け
る
」
を
「
前
条
の
規
定
に
よ
り
休
暇
を
と
り
、
又
は
受
け
る
」

に
、
「
青
森
県
人
事
委
員
会
規
則
」
を
「
人
事
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
等
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
あ
た
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
当
た
ら
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
及
び
第
十
八
条
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
改
め
る
。

第
六
章
の
章
名
中
「
職
員
き
章
」
を
「
職
員
記
章
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
職
員
記
章
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
職
員
き
章
」
を
「
職
員

記
章
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
職
員
き
章
は
」
を
「
職
員
記
章
は
」
に
、
「
職
員
き
章
交
付
台

帳
（
第
十
号
様
式
）
を
登
録
し
」
を
「
職
員
記
章
交
付
台
帳
（
第
十
号
様
式
）
に
登
録
し
」
に
改

め
、
同
条
第
四
項
中
「
職
員
き
章
を
紛
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
職
員
き
章

再
交
付
願
」
を
「
職
員
記
章
を
紛
失
し
、
又
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
職
員
記
章
再
交
付

願
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
職
員
き
章
」
を
「
職
員
記
章
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
け
い
帯
し
な
け
れ
ば
」
を
「
携
帯
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、
「
書
き
換
え
」
を
「
書
換
え
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
「
職
員
き
章
」
、
「
職
員
き
章
交
付
台
帳
」
及
び
「
職
員
き
章
再
交
付
願
」
」
を
「
「
職
員

記
章
」
、
「
職
員
記
章
交
付
台
帳
」
及
び
「
職
員
記
章
再
交
付
願
」
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中
「
職
員
き
章
」
を
「
職
員
記
章
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
事
務
引
継
ぎ
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
す
み
や
か
に
」
を

「
速
や
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
引
き
継
ぎ
が
終
つ
た
」
を
「
引
継
ぎ
が
終
わ
つ
た
」

に
、
「
う
え
」
を
「
上
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
（
他
の
団
体
の
事
務
に
従
事
す
る
場
合
）
中
「つ

こ
う
と
す
る

」
を
「就

こ
う
と

す
る

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
の
二
中
「再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等

」
を
「定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

等

」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「つ
こ
う
と
す
る

」
を
「就

こ
う
と
す
る

」
に
改
め
る
。

第
十
号
様
式
中
「職
員
き
章
交
付
台
帳

」
を
「職

員
記
章
交
付
台
帳

」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
二
号
様
式
の
表
面
中
「す
み
や
か
に

」
を
「速

や
か
に

」
に
、
「き

損
し
た

」
を
「毀

損
し

た

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
で
現
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
当
分

の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公

営

企

業

青
森
県
公
営
企
業
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号

青
森
県
公
営
企
業
職
員
就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

青
森
県
公
営
企
業
職
員
就
業
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
青
森
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

た
だ
し
、
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い
て
別
に
定
め
た
一
般
の
勤
務
に
従
事
す

る
職
員
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
中
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
属
長
は
、
育
児
、
介
護
、
通
勤
等
に
関
す
る
特
別
の
事
情

が
あ
る
職
員
か
ら
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
職
員
の
休
憩
時
間
を
午
後
零
時
か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
と
し
、
同
項
の
終
業
の

時
刻
を
十
五
分
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
の
割

振
り
及
び
休
憩
時
間
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

職
員
の
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
推
進
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

（ ）3 青 森 県 報 号外第29号令和５年３月31日 金曜日
第
１
１
号
様
式

（第
２
０
条
関
係

）

年
月

日

青
森
県
教
育
委
員
会
教
育
長

殿

所
属

職
氏
名

職
員

記
章

再
交

付
願

職
員
記
章
を
紛
失

（毀
損

）し
ま
し
た
の
で

再
交
付
願
い
ま
す

。

、記

１
紛
失

（毀
損

）の
事
情

２
紛
失

（毀
損

）の
年
月
日

注
用
紙
の
大
き
さ
は

日
本
産
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る

。

、



二

災
害
応
急
作
業
、
防
疫
作
業
そ
の
他
の
作
業
で
あ
つ
て
、
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
従
事
す
る

職
員
の
健
康
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
職
員
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
に
つ
い
て
は
、
所
属
長
が
知
事
の
承

認
を
得
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
百
十
号
。
以
下
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤

務
の
承
認
を
受
け
た
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
（
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短

時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
を
含
む
。
）
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
及
び
休
憩
時
間
に
つ

い
て
は
、
当
該
承
認
を
受
け
た
育
児
短
時
間
勤
務
の
内
容
（
同
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を

す
る
こ
と
と
な
つ
た
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
内
容
）

に
従
い
、
所
属
長
が
別
に
定
め
る
。

第
三
条
中
第
六
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
削
り
、
第
二
章
第
二
節
中
同
条
の
前
に
次
の
五
条
を
加

え
る
。

（
一
週
間
の
勤
務
時
間
）

第
二
条
の
二

一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
次
条
か
ら
第
三
条
ま
で
、
第
五
条
、

第
六
条
の
二
及
び
第
七
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
勤
務
時
間
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間

に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
と
す
る
。

（
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

第
二
条
の
三

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
と
す
る
。

２

知
事
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の

勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
公
務
の
運
営
上
の
事
情
に
よ
り
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
一
般
の

勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
定
め
る
場
合
に
は
、
四
週

間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
を
設
け
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
日
が
引
き
続
き
十

二
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、
か
つ
、
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
る
勤
務
時
間
が
十
六
時
間
を

超
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
前
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性
に
よ
り
、
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週

休
日
を
設
け
、
又
は
当
該
期
間
に
つ
き
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
職
員
に
つ
い
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
週

休
日
を
設
け
、
及
び
当
該
期
間
に
つ
き
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
日
が
引
き
続
き
十
二
日
を

超
え
な
い
よ
う
に
し
、
か
つ
、
一
回
の
勤
務
に
割
り
振
ら
れ
る
勤
務
時
間
が
十
六
時
間
を
超
え
な

い
よ
う
に
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
な
る
よ
う
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
場
合
に

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
週
休
日
の
振
替
等
）

第
二
条
の
四

知
事
は
、
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
に
前
条
の
規
定
に
よ
り
週
休
日
と
さ
れ
た

日
に
お
い
て
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ

た
日
（
こ
の
項
並
び
に
第
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
勤
務
日
」
と
い
う
。
）
の

う
ち
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
を
起
算
日
と
す
る
四
週
間
前
の
日
か
ら
当
該
勤
務

す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
を
起
算
日
と
す
る
八
週
間
後
の
日
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
勤

務
日
を
週
休
日
に
変
更
し
て
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
す
る
こ
と
を

命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
り
、
又
は
当
該
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
の
勤
務
時
間
の
う
ち
四

時
間
を
当
該
勤
務
日
に
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
て
当
該
四
時
間
の
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
す
る
こ

と
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る
日
に
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
週
休
日
が
毎
四
週
間
に
つ
き
四
日
以
上
と
な
る
よ
う
に

し
、
か
つ
、
前
条
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
第
二
条
の
六
及
び

第
五
条
に
お
い
て
「
勤
務
日
等
」
と
い
う
。
）
が
引
き
続
き
二
十
四
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
勤
務
日
の
う
ち
四
時
間
の
勤
務
時
間
を
当
該
勤
務
日
に
割

り
振
る
こ
と
を
や
め
て
当
該
四
時
間
の
勤
務
時
間
を
同
項
の
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ず
る
必
要
が
あ

る
日
に
割
り
振
る
場
合
に
は
、
同
項
の
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
の
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又

は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
す
る
勤
務
時
間
に
つ
い
て
割
り
振
る
こ
と
を
や
め
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
休
憩
時
間
）

第
二
条
の
五

知
事
は
、
一
日
の
勤
務
時
間
が
、
六
時
間
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
四
十
五
分
又

は
一
時
間
、
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
一
時
間
の
休
憩
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
勤

務
時
間
の
途
中
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

勤
務
の
性
質
上
前
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
休
憩
時
間
に
つ
い

て
は
、
所
属
長
が
知
事
の
承
認
を
得
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
）
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第
二
条
の
六

知
事
は
、
青
森
県
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
四
月
青
森
県

公
営
企
業
管
理
規
程
第
九
号
）
第
六
条
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
適
用
を
受
け
る
者
に
適
用
さ

れ
る
同
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
手
当
を
支
給
す
べ
き
一
般
の
勤
務
に

従
事
す
る
職
員
に
対
し
て
、
当
該
時
間
外
勤
務
手
当
の
一
部
の
支
給
に
代
わ
る
措
置
の
対
象
と
な

る
べ
き
時
間
（
以
下
「
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
六
十

時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
全
時
間
に
係
る
月
の
末
日
の
翌
日
か
ら
同
日
を
起
算
日
と
す
る
二
月
後

の
日
ま
で
の
期
間
内
に
あ
る
勤
務
日
等
（
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
日
及
び
代
休
日
を
除

く
。
）
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一
部
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
を
指
定
さ
れ
た
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員

は
、
当
該
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
に
は
、
特
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
正

規
の
勤
務
時
間
に
お
い
て
も
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

時
間
外
勤
務
代
休
時
間
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
七
月
青
森
県
条
例
第
十
六
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職

員
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
九
項
」
を
「
第
二
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
第
十
九
号
中
「
七
月
か
ら
九
月
」
を
「
六
月
か
ら
十
月
」
に
、
「
第
三
条
第

九
項
」
を
「
第
二
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
六
を
第
六
条
の
九
と
し
、
第
六
条
の
五
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
等
）

第
六
条
の
六

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ

き
一
週
間
当
た
り
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
知
事
が
定
め
る
。

２

知
事
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
週

休
日
の
ほ
か
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
、
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

知
事
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
、

一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
の
週
休
日
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
四
項
中
「
八
日
」
と
あ
る
の
は
「
八
日
以
上
」
と
、
「
同
条
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
と
」
と

あ
る
の
は
「
第
六
条
の
六
の
勤
務
時
間
を
超
え
な
い
勤
務
時
間
と
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
六
条
の
七

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一

般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
の
勤
務
時
間
の
範
囲
内
で
知
事
が
定
め
る
。

２

前
項
の
勤
務
時
間
中
、
午
後
零
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
休
憩
時
間
を
置
く
。
た
だ
し
、
一
日
の

勤
務
時
間
が
六
時
間
を
超
え
な
い
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
所
属
長
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
休
憩
時
間
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
年
次
休
暇
）

第
六
条
の
八

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
年
次
休
暇
は
、
一
の
年
ご
と
に
お
け
る
休
暇
と

し
、
そ
の
日
数
は
、
一
の
年
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲

げ
る
日
数
（
当
該
日
数
に
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
日

数
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
数
が
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
を
下
回
る
場
合
に
は
、
同
条
の
規

定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
と
す
る
。
）

一

次
号
に
掲
げ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

次
に
掲
げ
る
日
数

ア

一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
あ
る

者
に
あ
つ
て
は
、
二
十
日
に
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の

日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

イ

ア
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
三
十

八
時
間
四
十
五
分
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間

を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数

二

当
該
年
の
中
途
に
お
い
て
新
た
に
一
般
の
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
と
な
つ
た
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
及
び
第
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員

当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
知

事
が
別
に
定
め
る
日
数
）

２

第
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
の
年
次
休
暇
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
二
十
日
」

と
あ
る
の
は
「
二
十
日
（
第
六
条
の
八
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
の
規
定

に
よ
る
。
）
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
一
日
、
半
日
又
は
一
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
一
日
又
は
一

時
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

時
間
を
単
位
と
し
て
使
用
し
た
年
次
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
を
も
つ
て
一
日

と
す
る
。
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一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員

七
時
間
四
十
五
分

二

第
一
項
第
一
号
ア
に
掲
げ
る
者

勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
一
分
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
時
間
）

三

第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
者

一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
（
一
分
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
時
間
）

第
九
条
第
四
項
中
「
第
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
二
条
の
四
各
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
休
息
時
間
」
を
削
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
十
月
青
森
県
条
例
第

三
十
八
号
）
附
則
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
こ
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
三
号
様
式
の
四
中
「の

う
ち
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等

」
を
「の

う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
等

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
の
２
、
４
及
び
５
中
「再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等

」
を

「定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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